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商 業

１ 全般的事項に関する質疑応答

問１ 教科「商業」における科目構成はどのようになっているか。

商業の科目は、従前と同様に20科目で構成され、「分野共通の科目」と「各分野の科

目」で構成されている。

分野構成
分野共通の科目

分野 各分野の科目
基礎的科目 総合的科目

マーケティング ビジネス基礎 課題研究
マーケティング分野 商品開発と流通 ビジネス・コミ 総合実践

観光ビジネス ュニケーション
ビジネス・マネジメント

マネジメント分野 グローバル経済
ビジネス法規
簿記
財務会計Ⅰ

会計分野 財務会計Ⅱ
原価計算
管理会計
情報処理
ソフトウェア活用

ビジネス情報分野 プログラミング
ネットワーク活用
ネットワーク管理

分野共通の科目は２つに分けられ、を基礎的科目は「ビジネス基礎」「ビジネス・コ

ミュニケーション」、総合的科目は「課題研究」「総合実践」とした。

また、各分野の科目は４つの分野に分けられ、マーケティング分野は「マーケティン

グ」「商品開発と流通」「観光ビジネス」、マネジメント分野は「ビジネス・マネジメン

ト」「グローバル経済」「ビジネス法規」、会計分野は「簿記」「財務会計Ⅰ」「財務会計

Ⅱ」「原価計算」「管理会計」、ビジネス情報分野は「情報処理」「ソフトウェア活用」「プ

ログラミング」「ネットワーク活用」「ネットワーク管理」を位置付けた。

各分野の科目においては、教科の目標に示す資質・能力を踏まえ、マーケティング分

野では、効果的にマーケティングを展開する力及び顧客を理解し、マーケティングの考

え方を踏まえてビジネスを展開する力、マネジメント分野では、経済社会の動向や法規

などを踏まえて経営資源を最適に組み合わせてビジネスを展開する力、会計分野では、

企業会計に関する法規と基準に基づき適正な会計処理を行い、利害関係者（ステークホ

ルダー）に会計情報を提供する力及び会計情報をビジネスに効果的に活用する力、ビジ

ネス情報分野では、適切な情報を提供する力及び情報や情報技術をビジネスに効果的に

活用する力を育成することが示された。
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問２ 内容の取扱いに当たって、どのようなことに配慮したらよいか。

各学校において、商業科に属する各科目の内容を取り扱う際には、次の事項に配慮す

ることが大切である。

(1) 言語活動の充実

ビジネスに関する課題について、協働して分析、考察、討論を行い、解決策を考案

し地域や産業界等に提案するなど言語活動の充実を図る必要がある。

言語に関する様々な能力は、学習の基盤となるものであるとともに、思考力・判断

力・表現力等はもとより知識及び技術、学びに向かう力、人間性等といった資質・能

力を育成する上で重要となるものである。

また、ビジネスに関する課題について、経済や市場の動向、ビジネスに関する理論

など科学的な根拠に基づいて協働して分析、考察、討論を行い、解決策を考案し、地

域や産業界等に提案するなど言語活動の充実を図ることが大切である。

(2) コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用

コンピュータや情報通信ネットワークなどについては、学習の効果を高めるよう工

夫する必要がある。

情報モラルを身に付け、調査や研究などにおいては、コンピュータや情報通信ネッ

トワークなどの積極的な活用を図り、情報の収集・分析、他の学校や地域との情報の

交換、学習成果の発表を行うなど、学習の効果を高めるよう工夫をすることが大切で

ある。

２ 商業（各科目）に関する質疑応答

問１ 「ビジネス基礎」のねらいと指導上の留意点はどのようなことか。

科目のねらいは、ビジネスを適切に展開して企業の社会的責任を果たす視点をもち、

ビジネスの場面を想定し、身近な地域のビジネスの動向を捉える実践的・体験的な学習

活動を行うことなどを通して、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展のため、

ビジネスの展開について、組織の一員としての役割を果たすことができるようにするこ

とである。

指導上の留意点としては、地域におけるビジネスの推進の必要性を踏まえた上で、取

り入れられた指導項目「(6) 身近な地域のビジネス ア 身近な地域の課題」では、ビ

ジネスに関する国内の身近な地域の抱える課題について扱い、地域の発展に及ぼす影響

と関連付けて分析し、考察する学習活動を取り入れることが大切である。

また、同様に「イ 身近な地域のビジネスの動向」では、国内の身近な地域のビジネ

スの動向について扱い、ビジネスの動向を捉えて、地域の特色を生かしたビジネスの振

興策を考案し、発表する学習活動を取り入れることが大切である。
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問２ 「観光ビジネス」のねらいと指導上の留意点はどのようなことか。

科目のねらいは、ビジネスを適切に展開して企業の社会的責任を果たす視点をもち、

ビジネスの場面を想定し、観光資源の効果的な活用、マーケティング及び国内旅行と訪

日観光の振興策の考案に取り組む実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、

観光ビジネスの展開について、組織の一員としての役割を果たすことができるようにす

ることである。

指導上の留意点としては、国内に在住する観光客及び海外からの観光客を対象とした

観光ビジネスを展開するために必要な資質・能力を育成する視点から新たに取り入れら

れた指導項目「(3) 観光ビジネスとマーケティング イ 観光ビジネスにおけるマーケ

ティングの特徴」では、観光情報の発信、観光キャンペーンの実施、対象となる顧客や

顧客の居住地域などを踏まえたプロモーションなど、実際の観光ビジネスにおけるマー

ケティングの特徴について扱い、具体的な事例を用いて分析し、考察する学習活動を取

り入れることが大切である。

また、同様に「ウ 顧客の理解」では、地域や年代による味覚や嗜好の違い、ライフ

スタイルによる旅行目的の傾向など観光ビジネスにおける顧客の特性や国内の身近な地

域をはじめ日本を訪れる観光客の多い国などに関しての文化と習慣について扱い、日本

との違いを考察する学習活動を取り入れることが大切である。

問３ 「ビジネス・マネジメント」のねらいと指導上の留意点はどのようなことか。

科目のねらいは、ビジネスを適切に展開して企業の社会的責任を果たす視点をもち、

ビジネスの場面を想定し、経営資源のマネジメントを行う方策や新たなビジネスの考案

に取り組む実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスにおけるマネ

ジメントについて、組織の一員としての役割を果たすことができるようにすることであ

る。

指導上の留意点としては、人的資源、物的資源など経営資源のマネジメントに関して

取り入れられた指導項目「(3) 経営資源のマネジメント ア 経営資源の種類と最適化」

では、経営資源として人的資源、物的資源、財務的資源、情報的資源などがあること及

び、経営資源を最適に組み合わせて活用することの重要性について扱うことが大切であ

る。

また、同様に「オ 情報的資源のマネジメント」では、企業を取り巻く外部環境に関

する情報、顧客情報、知的財産等の技術力、信用など情報的資源の重要性とその管理の

方法及び情報的資源をマネジメントする上での課題について扱うことが大切である。
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問４ 「財務会計Ⅰ」のねらいと指導上の留意点はどのようなことか。

科目のねらいは、会計処理を適正に行って企業の社会的責任を果たす視点をもち、会

計処理を行う場面を想定し、会計処理や財務諸表の作成と分析に取り組む実践的・体験

的な学習活動を行うことなどを通して、適切な会計情報の提供と効果的な活用について、

組織の一員としての役割を果たすことができるようにすることである。

指導上の留意点としては、株式会社の実務で必要とされる会計処理の内容を踏まえた

上で、取り入れられた指導項目「(4) 財務諸表分析の基礎 ア 財務諸表分析の意義」

では、財務諸表分析の意義、種類及び企業の財務諸表を入手する方法について扱うこと

が大切である。

また、同様に「イ 財務諸表分析の方法」では、財務指標の概念及び収益性、成長性、

安全性の面から企業の実態を分析する方法について扱い、財務指標の具体的な例を用い

て、同一企業における期間比較や同業他社比較など財務諸表を分析する学習活動を取り

入れたり、連結財務諸表の目的と種類及び企業集団の実態を分析する上での連結財務諸

表の有用性について触れることが大切である。

問５ 「情報処理」のねらいと指導上の留意点はどのようなことか。

科目のねらいは、ビジネスを適切に展開して企業の社会的責任を果たす視点をもち、

ビジネスの場面を想定し、情報の集計と分析、ビジネス文書の作成、プレゼンテーショ

ンに取り組む実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、情報を適切に扱うこ

とについて、組織の一員としての役割を果たすことができるようにすることである。

指導上の留意点としては、情報を適切に表現し、活用できるようにする視点から取り

入れられた指導項目「(1) 企業活動と情報処理 イ コミュニケーションと情報デザイ

ン」では、情報を分かりやすく伝達するために必要な情報デザインの重要性、文字、図

形、音声などの特性、色彩、光など情報デザインの要素、色彩が心理や感情に及ぼす影

響、伝えたい意図を的確に表現するための要素の構成と配置及び図解表現の効果と方法

について扱うことが大切である。

また、「(3) 情報の集計と分析 ウ 問題の発見と解決の方法」については、事象を

モデル化し、シミュレーションを行う基礎的な技法及びアルゴリズムを考案し、プログ

ラムとして表現する基礎的な技法を用いた問題の発見と解決について、ビジネスを想定

した題材を用いて扱う。さらに、ロジックツリー、MECE、デシジョンテーブル、ガント

チャート、SWOT分析、PPM分析などを活用した情報の整理及びPDCAサイクルによる企業

活動の改善について扱うことが大切である。
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３ 思考力・判断力・表現力等を育む学習の取組について

教科「商業」においては、商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動

を行うこと等を通して、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な

発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することが求められている。

ここでは、商業の見方・考え方を働かせ、観光ビジネスの動向・課題を捉える学習活

動について多面的・多角的に分析し，考察や討論を行うとともに、観光ビジネスに関す

る具体的な課題を設定し，科学的な根拠に基づいて観光の振興策を考案して提案する学

習活動の事例として、北海道釧路商業高等学校の「課題研究」の取組を示す。

ア 事例１ 観光に関する地域課題の分析

１ 科目名
「課題研究」

２ 授業のねらい
観光市場における地域の現状を調査・分析し、観光目的に対応したまちづくりについて

考察する。

３ 主な学習内容
(1) 地域の振興局が公開している観光入込客数の情報から「月別」「宿泊・日帰り」「外国
人の割合」等を調査・分析し、ワークシートにまとめる。

(2) 市内の観光関連サイト等で公開している情報から、身近な地域に存在する観光資源を
調査・分析し、ワークシートにまとめる。

（3）（1）と（2）の分析結果を踏まえ、グループで意見交換を行い、現在の観光資源に対
する付加価値等について考察する。

４ 学習活動の様子

釧路総合振興局「観光入込客数・訪日外国人宿泊客数」
（http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/）

釧路市観光課「釧路・阿寒湖観光公式サイト」
（https://ja.kushiro-lakeakan.com/）

５ 成果
・ICTを活用して表やグラフにまとめ、情報を視覚的に分かりやすくするなど情報活用能
力を身に付け、客観的な分析を行うことができた。

・地域の観光の動向や観光資源を学び、グループワークを通して互いの情報を共有しなが
ら、新たな価値を持つ観光資源を提案することができた。

ICT機器を用いて、異なる事象の関連性
を見出すことで、生徒の理解を深めるこ

とが期待できる。

調査・分析結果を基にグループで協議を行うことで、自ら

の考え方を深めさせることが期待できる。

商業の見方・考え方を働かせ、発信されている観光

情報を調査させることにより、実際の観光ビジネス

におけるマーケティングの特徴を理解させることが

期待できる。

生徒に科学的な根拠に基づくデータから、有益な情報を

見出したり主張の根拠を示させたりすることで、より主

体的に学習活動に取り組むことが期待できる。
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イ 事例２ 地域振興を目的にした新たな観光ビジネスの提案

１ 科目名
「課題研究」

２ 授業のねらい
地域の観光市場に関する現状分析の結果を踏まえ、グループで振興策を考案し、地域活

性化に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

３ 主な学習活動
(1) 調査した結果を基に、KJ法・SWOT分析を行い、地域の強み等を理解する。
(2) (1)の結果を基に、観光資源の発掘や新たな観光ビジネス等の観光による振興策を考
察する。

(3) 考察した振興策について発表・協議を行い、改善・修正を加えて地域に提案する。

４ 学習活動の様子

５ 成果
・地域の観光資源を把握するとともに、情報活用能力を生かし、他者との協働を通して観
光資源の効果的な活用および観光の振興策を提案し、発表することができた。

KJ法の結果を踏まえ、SWOT分析によ
り新たな問題解決策の発見や、革新的

なアイデアの創作を通して理解を深め

ることが期待できる。

KJ法により、調査した情報を効率
良く整理させる。

SWOT分析を基に、グループごとに新た
な観光資源や付加価値を追加した観光資

源を紹介する地域活性化に向けた観光プ

ランを作成する。

商業の見方・考え方を働かせ、具体的に

観光プランを作成する。

商業の見方・考え方を働かせ、具体的に

観光プランを作成する。


